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一 

 



 

こ
う
し
た
な
か
で
昨
年
暮
れ
、
交
通
・
災
害
・
病
気
遺
児
と
母
親
の
全
国
大
会
が
開
か
れ
、
切
実
な
要
求
が
訴 

 
 

 

え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
は
政
府
の
責
任
が
問
わ
れ
る
も
の
が
非
常
に
大
き
い
の
が
特
徴
で
す
。
た
と
え
ば 

 
 

遺
族
年
金
、
児
童
扶
養
手
当
は
、
子
ど
も
が
満
十
八
歳
に
な
る
と
高
校
在
学
中
で
も
支
給
が
打
ち
切
ら
れ
て
い
ま 

 
 

昨
年
は
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
が
一
万
千
二
百
二
十
七
人
と
こ
の
十
五
年
で
最
悪
を
記
録
し
ま
し
た
。
多
く
の 

 

新
た
な
交
通
遺
児
が
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
自
然
災
害
や
不
慮
の
事
故
、
さ
ら
に
は
病
死
な
ど
も 

 
 

含
め
、
一
家
の
働
き
手
を
失
っ
た
遺
児
家
庭
の
窮
状
は
、
母
子
家
庭
調
査
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 

政
府
の
全
国
母
子
世
帯
等
調
査
（
八
八
年
度
）
に
よ
れ
ば
母
子
世
帯
数
は
八
十
四
万
九
千
二
百
世
帯
、
平
均
収
入
は 

 

二
百
二
万
円
（
税
込
み
）
で
一
般
世
帯
の
年
収
の
三
九
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
五
年
間
の
一
般
世
帯
の
年
収
増
六 

 

十
九
万
円
に
対
し
母
子
世
帯
で
は
わ
ず
か
に
二
万
円
と
い
う
状
況
で
す
。 
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三 

 



 

す
。
災
害
遺
児
育
英
制
度
の
創
設
と
国
庫
補
助
の
実
現
に
つ
い
て
は
、
八
六
年
同
時
選
挙
の
各
党
の
公
約
や
そ
の 

 
 

後
の
国
会
答
弁
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
政
府
は
何
の
措
置
も
と
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
制
度 

 
 

化
さ
れ
て
い
る
交
通
遺
児
育
英
会
に
対
す
る
国
庫
補
助
を
八
八
年
度
か
ら
今
日
ま
で
六
割
も
カ
ッ
ト
し
て
い
る
の 

 

で
す
。
こ
れ
は
国
の
責
任
を
放
棄
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
交
通
遺
児
た
ち
が
同
じ
よ
う
な
境
遇
の
遺
児
た 

 
 

ち
に
も
進
学
の
機
会
を
、
と
要
求
し
運
動
し
て
い
る
こ
と
に
も
水
を
さ
す
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

一 

遺
族
基
礎
年
金
及
び
そ
の
加
給
年
金
（
子
の
加
算
）
、
児
童
扶
養
手
当
、
障
害
基
礎
年
金
の
加
給
年
金
（
子
の 

 
 

加
算
）
支
給
停
止
を
満
十
八
歳
か
ら
満
二
十
歳
に
延
長
し
、
当
面
少
な
く
と
も
高
校
卒
業
時
ま
で
延
長
す
る
こ 

 
 

と
に
つ
い
て 

既
に
わ
が
党
の
不
破
委
員
長
は
こ
う
し
た
事
態
の
改
善
を
昨
年
末
の
党
首
会
談
で
海
部
首
相
に
申
し
入
れ
て
い 

 

ま
す
が
、
改
め
て
以
下
の
点
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。 

① 

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
で
は
、
児
童
と
は
二
十
歳
に
満
た
な
い
者
を
い
う
、
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
遺 

 
 

四 

 



 

③ 

七
九
年
の
衆
議
院
社
会
労
働
委
員
会
で
、
「
母
子
福
祉
年
金
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
と
な
る
子
の 

 
 

年
齢
の
『
満
十
八
歳
未
満
』
を
『
高
等
学
校
卒
業
ま
で
の
間
』
と
す
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と
」
と
い
う
附
帯
決
議

が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
政
府
は
ど
の
よ
う
な
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
か
。 

② 

今
や
高
校
進
学
率
は
九
五
％
を
こ
え
準
義
務
教
育
化
し
て
い
る
一
方
、
こ
れ
ら
遺
族
基
礎
年
金
等
は
満
十 

 

八
歳
で
打
ち
切
ら
れ
る
た
め
、
高
校
三
年
在
学
中
に
支
給
が
停
止
さ
れ
生
活
の
支
え
を
失
い
、
場
合
に
よ
っ 

 
 

て
は
退
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
の
不
合
理
が
生
じ
て
い
ま
す
。
当
面
少
な
く
と
も
こ
う
し
た
点
は
速
や 

 

か
に
改
善
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

既
に
八
九
年
度
か
ら
国
家
公
務
員
給
与
の
児
童
扶
養
手
当
は
「
十
八
歳
に
達
し
た
後
の
最
初
の
三
月
」
、
つ 

 

ま
り
高
校
卒
業
時
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
母
子
世
帯
等
に
対
し
て
は
、
児
童
の
健
全
育
成
を
成
し
得 

 
 

る
よ
う
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
」
（
八
九
年
版
厚
生
白
書
）
と
い
う
な
ら
、
政
府
は
直
ち
に
こ
れ
ら
遺
族
基
礎 

 
 

族
基
礎
年
金
等
は
子
ど
も
が
二
十
歳
未
満
の
間
は
支
給
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

五 

 



 

三 

交
通
遺
児
育
英
会
へ
の
国
庫
補
助
は
八
八
年
度
の
四
億
五
千
万
円
か
ら
九
一
年
度
は
一
億
八
千
八
百
万
円
に 

 

激
減
し
て
い
ま
す
。
政
府
は
そ
の
理
由
と
し
て
償
還
金
が
増
え
資
金
が
あ
る
な
ど
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
事 

 
 

業
は
街
頭
募
金
や
市
民
の
善
意
を
集
め
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
活
動
に
依
存
し
な
が
ら
国
の
予
算
を 

 

削
減
す
る
の
は
重
大
問
題
で
す
。
本
来
果
た
す
べ
き
国
の
責
任
か
ら
す
れ
ば
国
庫
補
助
は
全
く
不
十
分
な
も
の 

 

で
す
。
む
し
ろ
制
度
の
趣
旨
に
そ
っ
て
事
業
の
充
実
、
発
展
を
図
る
こ
と
こ
そ
必
要
な
こ
と
で
す
。
国
庫
補
助 

 
 

二 

遺
族
基
礎
年
金
の
加
給
年
金
額
（
子
の
年
金
）
自
体
も
、
こ
の
十
年
間
で
月
額
千
三
百
六
十
七
円
増
や
さ
れ
た 

 

だ
け
で
、
九
〇
年
度
月
額
一
万
六
千
三
百
六
十
七
円
（
子
供
一
人
の
場
合
、
月
額
）
と
き
わ
め
て
不
十
分
な
も
の 

 
 

で
す
。
遺
族
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
の
加
給
年
金
、
児
童
扶
養
手
当
の
大
幅
な
増
額
を
図
る
べ
き
で
は
あ 

 
 

り
ま
せ
ん
か
。 

④ 

高
校
卒
業
時
ま
で
延
長
し
た
ら
、
こ
れ
ら
の
支
給
額
の
増
加
は
年
間
ど
の
く
ら
い
見
込
ま
れ
ま
す
か
。 

年
金
等
の
支
給
期
間
の
改
善
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

六 

 



 

 

七 

を
削
減
前
の
水
準
に
戻
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

四 

災
害
遺
児
育
英
制
度
に
つ
い
て
は
、
八
八
年
に
竹
下
首
相
（
当
時
）
が
「
財
源
措
置
を
含
め
、
四
月
一
日
に
間 

 
 

に
合
う
よ
う
検
討
中
」
と
ま
で
答
弁
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
同
じ
く
文
部
省
も
「
制
度
的
に
は
可
能
」
と
言
明 

 
 

し
て
い
た
こ
と
は
重
要
で
す
。 

こ
の
原
点
に
立
っ
て
、
国
の
補
助
に
よ
る
災
害
遺
児
育
英
制
度
を
実
現
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

右
質
問
す
る
。 


